
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日 2021年 3月 28日                     

都市名・国 町田市（東京都、日本）                

 

取組の名称 「夏の平和イベント」 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 □ＮＧＯ □複合 

テーマ・目的 
戦争の悲惨さと平和の尊さについて、また人のきずな、国際平和について考

える機会とする。           

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

子ども・保護者・市民・ボランティアなどのべ 515名 

実施場所 町田市生涯学習センター内 学習室、ホールなど 

実施期間 
2020年 8月 6日(木)～8月 10日(月)（5日間） 

1985年から毎年夏に開催している。 

取組の概要 

【生涯学習センター企画】①広島・原爆被爆体験者の方のお話＆朗読 ②長崎・原爆被爆体験者の方のお話＆朗読 ③

プロ棋士から学ぼう！初めての親子将棋教室 ④懐かしの 16mm フィルムでみる平和映画上映会 ⑤ドキュメンタリ

ー映画「筑波海軍航空隊」上映会 ⑥戦時資料展・戦時中生活資料展・被爆体験 DVD 視聴コーナー ⑦戦時中の生活

を綴った一枚のハガキ展・ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター展・サダコと折り鶴ポスター展 

参加者の反応 
・初めて被爆体験を語った時の、被爆者の方のお気持ちが辛すぎて胸が痛くなります。これからもお元気で、語り部と

して活躍される事を期待しています。かわせみ座の朗読劇も良かったです。肉声で本を聴く、辛い話ですが、新鮮でし

た。感度しました。泣けました。（被爆体験/朗読） 

・広島と長崎にゲンバクが落ちたのは知っていたが、今日、てんらん会を見て、どのくらいひがいがでたかなど、しら

なかった事もしれました。もっと、クラスメートにも、しってほしいです。（10 才）（ポスター展） 

・戦時中のことを知ると、平和の大切さが本当にわかります。風化させることのないように、皆で考えていきたいです。

（60 代）（一枚のハガキ） 

・貴重な１６ｍｍフィルムで映画を観ることができ、娘に良い経験をさせられたと思います。戦争に触れる良いきっか

けになりました。（子ども映画会） 

・特攻の真相が理解できる内容だった。若い者として、戦争のない世界を作る一員になりたいと思う。本日はありがと

うございました。（ドキュメンタリー映画上映会） 

成果 
・他自治体や市民団体が主催する平和事業が、新型コロナ感染症のため中止となるなか、事業規模を縮小してではある

が実施することができた。 

・コロナ禍の状況のなかでも、市民団体から協力をいただき、市民の力による事業を今回も実施することができた。 

・展示イベントについては、広島平和記念館から２種類の被爆関連ポスターを展示したこともあり、原爆被害について

改めて考える機会を提供できた。 

・世の中がイベント中止、縮小という流れのなか、何とか平和を考える事業を開催したということが一番の成果であ

る。 

課題 
・「３密」回避、ソーシャルディスタンスの確保などコロナ対策を踏まえて企画したため、事業数減、募集人数減、来

場者も減という結果となった。実施した講演会及び映画上映会は、席を話しての配置のため、募集人数を１／３以下で

開催せざるを得なかった。特に子ども対象のイベントが将棋講座と映画だけとなってしまったが、来年度は増やし、子

どもたちに平和を考える機会を提供する。 

・いろいろと制約があるなかでも今年も協力してくれる市民団体はあった。平和の取組を大切にしたいという市民団体

はまだまだあるので、市民と協働する企画をさらに検討する。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

 パワーポイント、戦時資料・生活用具、展示物、映像、図書 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   ☑掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 


